
令和元年度　特別支援学校寄贈物品　使用状況報告書【1年目】

Ｐ Ｔ Ａ名

　　視覚障害 　　聴覚障害 　　知的障害 　　肢体不自由 　　　病弱

設　置　部 　　幼稚部 　　小学部 　　中学部 　　高等部 　　　

1．使用状況

寄贈物品名

使用学年及び人数

使用頻度

　　　使用状況

　物品の使用による
　変化や効果

今後の活用の
見通しや課題

　　その他
　　希望や所感など

静岡県立浜松特別支援学校 城北分校 ＰＴＡ

学　校　名
静岡県立浜松特別支援学校　城北分校

１～３年　５４人

手動巻上げスクリーン

各学年　週１回程度

・作業学習　週２回

・職業　週１回

・その他　総合的な学習、国語等、主に授業の導入時や、
　生徒の発表会等で使用している。

・今までは、プロジェクターを授業で使用するたびにプロジェクターを所定の
場所に取りに行き設置するという作業を行っていたのが、準備にかかる作業
が軽減されその分、余裕をもって授業に臨めるようになっている。

・新型コロナウイルス感染症の影響もあり、生徒同士の距離をとって授業を
行うことが増えた。その中で、プロジェクターを使用して生徒に資料を提示
することも増えたため、大変効果的に活用させていただいている。引き続き、
様々な授業でICT化を進めていきたいと考えてる。

・プロジェクターについても天井等に設置できれば、更に手軽に授業で使用
できるのではないかと考えている。



　

総合的な探求の時間　　　沖縄についての調べ学習の発表

国語　「インタビューをしよう」発表会

２．活用の様子


